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テラシーは 6 つのリテラシー，○1 慣習的リテラシー
(Traditional literacy :基本的な読解力や計算力に関連
している），○2 情報リテラシー (Information literacy :
知識の整理，情報検索，情報の利用に関連している），
○3メディアリテラシー (Media literacy :取得した情報
を評価する技術に関連している），○4 ヘルスリテラ
シー (Health literacy :健康に関する情報を検索し，取
得した健康情報を評価する技術に関連している），○5
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